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魚津ロータリークラブ会報誌 

２０１３－２０１４年度 ＲＩ会長   ロン Ｄ．バートン 

２０１３－２０１４年度 魚津ＲＣ会長 若井 貞克 

第２９０９回 例会報告           ２０１４年２月 28 日 

・点鐘 ・握手   ・ロータリーソング 「我等の生業」 

 
ゲスト並びにビジターの紹介  誕生祝 なし  
 
開会挨拶  若井会長  
皆様、こんにちは。今日は 2909 回例会です。 
最近、ふるさと創成事業が各地方で開催され

ています。魚津市では、５年前から「如月王」

の名前でカワハギを売出しましたが、現在、提

供する店舗が少なくなりました。また、最近、

魚津の「バイ飯」の名前で皆さんが騒いでいま

すが５年後にはどうなっているでしょうか。 
私が「ゲンゲのから揚げ」を始めてから 25 年経過しました。やっと日の目が出てき

ました。魚津人は「熱しやすく」「冷めやすい」傾向にあるようです。 
３月の「広報うおづ」に「魚津のバイ飯」を取り上げていただきました。次の世代を

引き継ぐ若者４人が頑張っているので長い目で待っていただきたいと思います。３月中

旬には東京の有楽町で開催されるイベントに参加しますので、魚津の宣伝をしてきたい

と思います。最近の飲食業界の現状を述べさせて頂きました。 



幹事報告  愛宕幹事 
★東日観光(株) 
 国際ロータリー年次大会（シドニー大会）案内 

★３月例会案内 
7 日（金）  卓話 谷口さん（サンルート） 

14 日（金）  野外例会（ありそドーム） 
21 日（金）  祝日のため休会 

28 日（金）   会長エレクト交換卓話 魚津西ＲＣ牧野健吉さん（サンルート） 
★３月ＳＡＡ補助  朝野さん、野澤さん 
★３月 31 日、宇奈月麦酒館で富山一分区ＩＭが開催されます。多数の参加をお願いし

ます。 
出席報告  羽田副委員長 
★本日の出席者    28 名  欠席者    8 名 

出席率 77.77％ 
メークアップ済 坪野  

★第２９０７回    なし  修正出席率 77.77％⇒ 77.77％ 
ニコボックスの報告  寺田委員長   
★野澤さん・・新年度から魚津市文化協会会長に内定しまし 
た。魚津市の社会教育団体で一番大きな団体で会員数 850 
名、各種 40 団体が加盟しています。 

★寺田さん・・・21 日、伊勢の神宮会館に於いて全国女子 
神職協議会設立 25周年記念大会が開催され、全国より 220 
名の女子神職が集まりました。また、22 日、金沢 ANA ク 
ラウンプラザホテルで米山記念奨学生の修了者歓送会に、セツさんと出席しました。 
カウンセラーの私にも湯浅ガバナーから感謝状を頂きました。 

委員会報告★60 周年記念事業委員会・・・辻幹事 
 平成 27 年６月７日（日）、ホテル グランミラージュに於

いて 60 周年記念式典を行うことが決定し、また、昨年の 12
月６日の例会で下記の委員長等の承認を得ています。 
ついては、各委員長等は３月中旬頃までに委員の内諾を得

て下さい。 
 

☆実行委員長杉野芳宏、☆副委員長若井貞克、☆幹事辻浩、☆副幹事寺崎明博、同野

澤良成、☆式典部会担当委員長清水修三、☆記念講演会担当委員長生駒晴俊、☆祝賀会

担当委員長池上嘉昭、☆記念誌担当委員長谷川文紹、☆記念事業担当委員長宮本汎、☆

釜一ＲＣ担当委員長川岸芳雄、☆会計中川正昭 



★釜山釜―ロータリー友情交換委員会・・愛宕幹事 
 ５月９日（金）、10 日（土）、11 日（日）、韓国への訪問日程が決定しました。行程、

会費等については近日中に皆様方に提案したいと思いますので多数の参加をお願いし

ます。また、次回、例会前に委員会を開催する予定です。 
⌘米山記念奨学生関係の感謝状伝達 

２月 22 日、金沢 ANA クラウンプラ

ザホテルで開催された米山記念奨学生

の修了者歓送会に於いて湯浅ガバナー

からカウンセラーの寺田祐子さんに感

謝状の贈呈。例会で会長から伝達され

ました。 
本日の卓話  

 夜の帝王 山澤さん 

 「俺の生き様」 

 私は、36 歳の時に魚津ロータリーク

ラブに入会し 33 年目を迎えます。 
入会前は、魚津ロータリークラブ８代会長の金川さんや魚津西ロータリークラブ初代

会長の高木さん（妻の叔父さん）からロータリークラブの存在を聞いていましたが、活

動内容等は全く知りませんでした。 
ある日、突然、金川さんから運転手を頼まれ、「某料亭」行きを依頼され、到着後、

事務局の方に案内されるまま会場に赴くと、拍手で迎えられ「ロータリアン。おめでと

うございます。」・・・。暫く何の事か意味が分からなく、「ボート」と会場を見つめな

がら、騙された事を鮮明に記憶しています。 
 私の社会人生は、無縁であったＹＫＫに入社したことから始まります。 
当時の職場には、男性３名（係長、同僚と私）に対し女性が 150 名規模の環境で、今

を考えると女学校のような環境で困惑した出来事を記憶しています。 
20 歳頃、係長から女性が多い職場での「ケガ防止」や「生産・製品の向上」等の対策

を検討するよう指示を受けましたが、女性特有の問題等が多く困難の連続でした。 
私の人生を変えたのが、25 歳頃だと思います。２週間の「台湾クレーム処理」から 



帰国後、上司から台湾勤務（５年間）の命が下りました。 
当時、結婚を考える女性もいなく、帰国して 30 歳を考えると色々頭を過りました。  
現在は、30 歳や 35 歳で独身者もいますが、当時、30 歳過ぎての独身者は、何か問題

のある人間が多いと言われている時代でしたので、即、会社を退職しました。 
 会社を辞めて気が付いたのは、親や人脈もない。家は魚津大火で焼け金がない。さら

に、技術が無い事でした。そこで考えたのが設備投資や場所の要らない配管事業でした。 
市内の某企業の下請けをしながら、田圃に朝晩水を入れる給水装置(みずばん)の特許

を取りました。これは売れ行きが良く、金の下になると思っていたら、結果は、家２軒

分の損害を出し、新妻と夜逃げや首つりを考えましたが、まだ 28 歳で、この世に未練

が多くあり頑張るしかありませんでした。 
その時、「捨てる神もいれば、助ける神もいる」出来事ありました。ある方の紹介で、

新潟県新井市の松下電子の下請けを受けて月日が経った頃、魚津市に松下電子の建設工

事の話を聞き、社員一丸となって仕事を受注する事になりました。 
その後、順調に業績が上がり金沢市、砺波市、京都市で仕事をすることになり、特に

京都では我々の仕事の勤勉さを認めていただきました。その頃から、私の浅学菲才な男

の人生が始まり現在に

至っています。 
これからも海外に出

向き趣味を極めていき

たいと思っています。 


